
利用者様でいつ訪問看護を導入しようか悩んでいる 
利用者様の状況で訪問介護なのか訪問看護のどちらが良いか悩んでいる 

そのような方がいらっしゃいましたら、お気軽に一度ご相談ください。 
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【訪問看護導入タイミングのチェックポイント】 

訪問看護の導入タイミングは? 
訪問看護や在宅サービスは、導入のタイミングが遅れてしまうと病状の悪化、ADL や QOL の低下につながる可能性があ
り、最適なタイミングで導入することが大切です。 
そこで今回は訪問看護から考える、訪問看護の最適な導入時期や判断要素についてお話します。 

早めの導入が良いと聞くものの、その判断は迷うものです。 
以下の 4 つのカテゴリーで、どの程度利用者様・ケアマネ様がその状況に該当しているかチェック

するのも一つの方法です。 

参考）下吹越直子ら:ケアマネジャーの訪問看護導入の判断に影響する要因．日職災医誌，66:276─282，2018． 

「利用者様がどんな状況であれば、訪問看護を導入したら良いのか」そんな悩みはありませんか? 

利用者の状況 自己判断で内服を中断、通所系のサービスの利用がない等 

利用者への必要な支援 異常の早期発見と悪化防止が必要等 

ケアマネジャー様自身への支援 訪問看護師・療法士に相談ができる等 

サービス提供の支援 他サービスと訪問看護の連携ができる等 

【持病に軽度の心不全と認知症がある方】 

段々と動いた時の息切れが強くなり、家の外に出るのが難しくなってきた。また物忘れも悪化してきた。 
良く状況を確認してみると、心不全と認知症に対する薬が出ているも内服への恐怖心（内服することで別の
症状が出るのではないか）があり、内服できていないことが判明。 
その状況でケアマネさんから訪問看護に依頼があり、訪問看護が介入することになり、その後内服の不安が
軽減し、適切な内服ができるようになり、自宅の外まで移動することができ、以前よりも受け答えが良くなっ
た。 

実際の訪問看護で 
よくある事例 

2025 年 5 月発行 アモール訪問看護リハビリステーション越谷 


